して あそびました。 中には、 蜘蛛の 網の、 きら/ \ し 

た 糸 を あつめて、 顔 かけ を こしら へて かぶる もの も あ 

りました。 小さな かはいら しい 妖女に は、 その 顔 かけ 

が、 よくに あ ひました。 

すわ 

三人の 王女 は 草の 上に 坐って、 ふさ/ \ した 金の 髪 

かひ がら くし ゆり 

を、 貝殻の 櫛です いて、 忘れ なぐさ や、 百合の 花 を、 

一 ぱい、 飾りに さしました。 三人 は、 人間の 中の 一ば 

ん 美しい 女で さへ も、 とても くらべものにならないく 

らゐ の、 それ はくた とへ やう もない、 きれいな く 

妖女でした。 その かはいら しい 目 は、 よ ひの 星よりも 

も つ と美し く か ゾ やいて ゐ ました。 



い、 のに 引きつ けられて、 湖水の そばへ、 神 さまの 礼 

拝 堂 をた てました。 

すると、 それ を 聞きった へて、 毎年 方々 から、 いろ 

んな 人が お ま ゐリに 来ました。 礼拝堂の 番人 は、 日に 

三度 づ、、 小さな 鐘 をなら しました。 

一たい 妖女に は、 鐘の音が なによりも こはくて たま 

らな いのでした。 妖女の 王 さま や 三人の 王女 や、 小さ 

な 妖女た ち は、 その 礼拝堂が 出来てから は、 せっかく 

岸の 草の 上へ 来て たのしんで ゐ てもとき ぐ ふいに 鐘 

が じ やん/ \ なり 出す ので、 そのたん びに みんな、 

「ぁッ ご と、 ち y み 上って、 お ほ あわてに あわて、、 



水の 下へ にげこみました。 しま ひに は、 どんなに 岸の 

上の 日の 光が こ ひしくても、 出て 来る のが こ はいので、 

しかたなしに、 毎日 水の 底で、 陰気な おも ひ をして く 

らして ゐ ました。 それでも、 どうかす ると、 鐘の音 は、 

その 水の 下まで ひ、 V いて 来る ことがありました。 

妖女の 王 さま は、 これで はた まらない と 言って、 い 

ろ/ \ に 考へを こらした あげく、 とう/ \、 水の 中の 

ちぐさ 

藻草の 茎 をす つか リ集 めさせて、 それでもって 湖水の 

天井へ 一 面に あつい お ほひ をつ くらせました。 そして 

その上へ、 苔と 青い 草と を ずらり とう ゑ させました。 

ですから 湖水の 面 は、 ちゃう ど、 青々 した ひろい 草つ 



場の やうに 見えました。 そのお ほひに は、 ところ-^ 

に 窓 を 開けて、 日の 光が 水の 下へ さしこむ やうに して 

おきました。 

王 さまた ち は、 もうこれ で だ いぢ やうぶ だと 思 つ て 

よろこんで ゐ ますと、 鐘の音 は、 そのお ほひ を 突きと 

ほして、 やっぱり じ やん/ \ 聞 えて 来ます。 王 さま は、 

そのたん びに、 悔しが つて、 ひげ を かきむしって 怒り 

狂 ひました。 王女 や 小さな 妖女た ち は、 おびえて お 

ん/^ 泣きました。 

うし かひ ひつじ かひ 

村の 牛 飼 や 羊 飼た ち は、 ときぐ 湖水の 中から、 ふ 

しぎな 泣き ご ゑが 聞え る ものです から、 気味 悪が つて、 



水の ふちで たき 火 をして、 その そばへ 寝ころんで ゐま 

した。 

すると、 間もなく、 ふ は/^ した、 緑い ろの、 びろ 

うどの 着物 を 着た、 小さな 人が、 どこから ともなく ひ 

よいと 出て 来ました。 見る と、 その 小さな 人 は、 ぬ 

らくした 青い 髪の 上に、 立派な 金の 冠 をつ けて、 同 

じ やうな 青い 色の、 ぬら/^ した ひげ を 長く たらして 

え うぢよ 

ゐ ました。 若 もの は、 これ は 水の 中の 妖女の 王 さま だ 

とすぐ に 気がつきました。 それでも、 びくともしない 

で、 

「もし/^、 何 か 私に 用が おありです かご と 聞き ま 



い 幹の 木に かけて ある。 袋 は、 私が 一し よに いって 下 

さなければ、 重くて 下され はしない。 鐘 を 投げて く 

れ、 ば、 その 袋 を 一 一 つと もお 前に 上げよう ご と 言 ひま 

した。 

若 もの は よろこんで、 すぐに 引きう けました。 そし 

て その 晚 夜中に なって、 礼拝堂の 番人のお ぢ いさんが、 

ぐう/ \ 寝入って ゐる ところ を 見 はかって、 そうつ と 

鐘 を 盗み出して 来ました。 

妖女の 王 さま は、 ちゃんと、 赤い 幹の 木の 下へ 来て 

待って ゐ ました。 王 さま は 鐘 を 手に 取る と、 まん 中に 

さが うちが ね 

下って ゐる打 金 を もぎ 取って、 鐘 だけ を 若 ものに わた 



しました。 そして、 じぶん は その 打 金 を 持って、 水の 

中 を わたって いきました。 若 もの は ざぶ/^ と 後へ つ 

いて 行って、 間もなく 湖水の 窓のと ころへ 来る と、 そ 

こから 鐘 を どぶん と 投げ こみました。 

妖女の 王 さま は、 すぐに、 木の 枝に つるして あった、 

二つの 袋 を 下して、 若 もの 上 眉へ かけて やる と、 その 

ま 、水の 下へ 沈んで しま ひました。 

若 もの は、 その 袋の 重い のにび つくりし ました。 と 

て も 一 人で は 岸の 上まで はこび きれさう もありません。 

しかし、 一 生けん めいに 力 を 出して、 うんく うめき 

ながら、 やっと 岸まで かへ りました。 



すると、 二つの 足が 土に つく かっかな いうちに、 か 

ら だが ひとりでに ずん^-前 にこ y まって、 とう/^ 

四つん ば ひに なりました。 そして、 

をう し 

「おや。」 と 思 ふ 間に、 からだが すっかり 牡牛に なって 

しま ひました。 

あく 

その 若 もの を やとって ゐる 百姓 は、 翌る 朝お きて 牛 

小屋へ いって 見ます と、 寝て ゐた 間に、 見つけない 大 

をう し 

きな 黒い 牡牛が 一 ぴ きふえ てゐ たので、 ふしぎに 思 ひ 

ました。 

見る と、 その 牛の 頭に は、 重た さうな 革の 袋が 二つ 

く、 りつけ てあります。 百姓 はためし に 中 を あけて 見 



ますと、 片方の 袋に は 金が 一 ぱい、 もう 一 つの 方に は 

銀が 一 ぱい はいって ゐ るので、 なほび つくりし ました。 

すると、 牛 は 人間と 同じ やうな 声 を 出して、 おん/^ 

泣き出しました。 百姓 はへんな 牛 だと 思 ひながら、 そ 

のま、 飼って おきました。 

礼拝堂で は、 だれか y 鐘 を 盗んだ と 言って 番人のお 

ぢ いさんが さわぎ 立てました。 金と 銀 を まう けた 百姓 

は、 信心の ふかい 人でした から、 それ を 聞く と、 すぐ 

に、 袋の 金 を 出して、 べつの 鐘 を 買って 来て、 礼拝堂 

へ を さめました。 番人のお ぢ いさん は、 その 鐘 をつ る 

して、 ためしに 鳴らして 見ました。 さう すると、 ふし 



ぎな ことに は、 その 鐘 は、 まるで 泥 かなん かで こしら 

へた やうに、 いくら 鳴らしても ちっとも 鳴リ ませんで 

した。 

その 晚、 番人が 寝入り ますと、 夜中に なって、 小さ 

な 妖女た ちが、 ぞ ろ/ \ といく たり も/ \ 湖水の 中 か 

ら 出て 来て、 みんなで 手 をつな いで、 わにな つて、 礼 

拝 堂の 前で とん/^ を どり を を どり ました。 

みんな は、 かう いふ 歌 をく リか へし/ \歌 ひながら 

面白さう に、 おほさ わぎ をして を ど りました。 

「番人さん く、 

しる 

お前のお 汁に や 塩気がない。 



塩気がない。 

そこらの だれかに 借りと いで、 

貸さ なきや、 蹴って おやりなさい。 

じ やん くじ やん、 

じ やん くじ やん ご 

と、 鐘の音の まね をして、 鳴らない 鐘 をつ く 番人 を さ 

ん， ^にから かってい きました。 



或晚、 番人のお ぢ いさん は、 神 さまが、 湖水の 下の 

え うぢよ 

妖女の 王の 御殿へ つれてって 下す つて、 盗まれた 鐘が 

かくして あるの を 見せて 下す つた 夢を見ました。 番人 

は、 ふしぎな 夢を見た もの だと 思って、 みんなに 話し 

ました。 村 中の 人 は、 それ を 聞いて、 そんなら、 あの 

鐘 はきつ と 湖水の 底に しづんで ゐ るに ちが ひない と 言 

ひました。 

だいたんな 若 ものた ち は、 その 鐘 をと り 出して 来る 

と 言って、 代る-^ 湖水の そこへ もぐりこみました。 

しかし、 みんな 水の 下へ はいった きり、 一人 も 浮き 上 

つた ものが ありませんでした。 それ は、 い たづら 好き 



した。 若 ものた ち は、 その 歌の 声が 聞え ると、 つい 知 

ら ず/^ 引きつ けられて、 ひとりでに 湖水の 岸へ 出て 

行きました。 

行って 見る と、 湖水の 中には、 美しい 小さな 女た ち 

が、 きら/ \ と 銀色に 光って ゐる水 を あびながら、 声 

を そろへ て 歌 をうた つて ゐ ます。 若 ものた ち は、 その 

姿 を うっとりと 見て ゐる うちに、 いつの 間に かひと り 

でに ざ ぶん \ と 水の 中へ はいって、 その 女た ちの そば 

へ 泳いで いかずに は ゐられ ませんで した。 そして、 い 

くと それなり、 みんな 水の そこへ 沈んで しま ひました 

うち 

例の ふしぎな 黒い 牛 を 飼って ゐる 百姓の 家に は、 三 



人の 息子が ゐ ました。 三人 は 一人 づゝ、 代り合って、 

牛の 番をして ゐ ました。 

或 夕方 一番 上の 息子 は、 牛 を 草つ 場へ つれて 出て、 

じぶん 一人 はずん ぐ 湖水の 方へ 出かけました。 する 

と、 ふしぎな 黒い 牛 は、 それ を 見て 悲し さうな 声 を 立 

て、 泣きました。 牛 はおよ しなさい/ \ と 言って とめ 

たのでした。 

しかし 若 もの は、 平気で どんく 湖水の 岸へ 行って、 

すわ 

草の 上に 坐って ゐ ました。 すると 間もなく 月が 出 まし 

た。 そして それと 一 しょに、 妖女の 王 さまの 一 ばん 上 

の 王女が、 水の 中から 姿 を あら はしました。 



きら/^ 光る 貝殻の やうな、 うつくしい 花が 一 ぱい さ 

いて ゐ ます。 どうぞ 一 しょに 来て 下さい。 さう すれば 

私 は あなたの お嫁さん になって 上げます。 そして 二 

人で 楽しく 暮 しませう ご かう 言 つ て 若 もの を さそ ひ 

ました。 若 もの は、 

「でも 私たち は、 あなたの やうに 水の 中には 住め ま 

うち 

せん。 それよりも、 私の 家へ 入らし つて 下さい。 私の 

うち 

家 はよ く 日の あたる きれいな 丘の 上に たって ゐて、 庭 

に は いろんな 花が たくさん さいて ゐ ます。 朝になる と、 

う ちぢ ゆう 

家中に は 金の やうな 黄色い 日の 光が 一 ぱい さします。 

それ は 水の 中の 紅 宝石 や 緑柱石で かざった 御殿よりも、 



もっと 美しいだ らうと 思 ひます。 どうぞ 私と 一 しょに 

入らし つて 下さい。 そして 私のお 嫁に なって 下さい ご 

かう 言って 頼みました。 

すると 妖女 は、 こちらの 岸へ すら/ \ と 泳いで 来 ま 

した。 若 もの は、 よろこんで、 妖女の さし 出す 手 を 取 

つて、 引き上げようと しました。 すると、 人間よりも 

ずっと 力の つよい 妖女 は、 いきなり 若 もの、 手 をつ か 

んで、 

「ぁッ ご とい ふ 間に、 もう 水の 底へ 引き こんで しま ひ 

ました。 

その 翌る 晚、 二番目の 息子 は、 同じ やうに して、 二 



ばん 目の 王女に だまされて、 水の そこに しづんで しま 

ひました。 



その あくる 晚は 三ばん 目の 息子の 番 でした。 

母親 は、 つ、 V けて 二人の 息子に なくなられ たので、 

三ばん 目の 息子に は、 お前 だけ は どうぞ 湖水の そば へ 

いかないで おくれと 泣きく たのみました。 息子 は、 

「何、 だ いぢ やうぶ です。 私 は あすこへ いったって、 



けっして 妖女なん ぞに まけ はしません、 安心して ゐて 

下さい ご 

かう 言って、 晚 になる と、 一人で 出て いき、 岸の、 

青い 木の下に 坐って、 銀の 笛 を 吹き はじめました。 笛 

の 音 は、 暗い 水の 上 を 渡って、 遠くまで ひ、 V きました。 

のぼ 

すると、 やがて 月が 上る のと 一 しょに、 妖女の 王の 

三ばん 目の 王女が、 ふうはり と 水の 上へ 出て 来ました。 

その 王女 は 三人の き やう だいの 中で 一 ばん 美しい 妖 

女でした。 今、 その 妖女 は、 ふさくした 髪に、 わす 

はな 力ん 4flJ リ 力ら す 

れな 草の 花冠 をつ けて、 にじで こしら へた、 硝子の 

やうに すきと ほって ゐる、 きら/^ 光る 着物 を 着て、 



くびに 真珠の くびかざり をつ け、 金の 帯 を 結んで ゐま 

した。 若 もの は その美し い 女 を 見る と、 びっくりして 

笛 を やめて、 

「もし/^、 妖女さん、 こ、 へ 入らつ しゃい。 どうぞ 

私のお 嫁に なって 下さい ご とたの みました。 妖女 は、 

その 若 ものが、 また 海へ しづむ やうに なって はか はい 

さう だと 思 つ て、 

, つ -こし 

「さあ、 早く あちらへ おか ヘリなさい。 私たち は 人 

間のお 嫁になる わけに はいかな いのです。 第一 人間 は 

私たちの 姿 を 見る ものではありません ごと 言 ひました。 

若 もの は、 



「さう 言 はないで 一し よに 来て ください。 私 は 一人 

でかへ るの はい やです ご と 言って、 その まゝ そこ を 動 

かう ともしませんでした。 妖女 は、 

「どうして そんなに 私 に 来い/^ とおつ しゃる ので 

す。 私の この 真珠の くびかざりが ほしいので すか。 さ 

あ、 これ を 上げ ませう。 それとも この 金の 帯が おすき 

なのです か。 それで はこれ も 上げ ませう ご と 言 ひな 

がら、 その 両方 を、 岸の 上へ 投げました。 若 もの は、 

「いえ/ \ そんな もの はいりません。 私 は あなたが 

さんご 

ほしいの です。 あなたの その 珊瑚の やうな 口と 星の や 

うな その 青い 目が すきな のです。 私 は あなた を もらつ 



しかし 妖女と いふ もの は、 人間の 子 を すきだと 思 ふと、 

たちまち 妖女の 魔力が なくなって しま ふので した。 で 

すから、 若 もの は、 それなり やすくと その 妖女 を 岸 

へ 引き上げて、 お 家へ つれて かへ りました。 

妖女の 王 さま や、 小さな 妖女た ち は、 だいじな 王女 

が 人間に さら はれて しまったので、 それ は それ は 悔し 

がって、 いきなり 湖水の そこから、 大きな く 大浪を 

お ほなみ 

立て、、 どんく 岸へ ぶっけ/ \ しました。 大浪 はま 

るで 悪魔の やうに 荒れ狂って、 夜 ど ほし、 がう/ \ と 

たちき 

岸へ 乗り上げ、 そこいらの 森の 立 木と いふ 立 木 を、 す 

つかり 引きぬ いて 持って いきました。 



若 も の 、 ふた 親 は 息子が う つくし いお 嫁 を つれて か 

へった ので、 たいへんに よろこんで、 すぐに 御 婚礼 を 

させました。 村 中の 人 は、 その美し いお 嫁さん を 見て、 

うち 

びっくり しない ものはありませんでした。 しかし、 家 

の 人で さ へ も、 まさか それが 妖女 だら うと は 気が つき 

ませんで した。 

若い 二人 は、 ちゃう ど 二つの 小 鳩の やうに 仲よ くく 

らしました。 みんな は、 二人 を 見て、 世の中に これ ほ 

ど 仕 合せな 人 はないだ らうと 思 ひました。 

妖女 は どこ を 見ても ちっとも 人間と ちがった ところ 

はありませんでした。 た、 V よく 気をつけて 見る と、 妖 



女が 手に さはった もの は、 かならず、 そこ だけし めリ 

気がつきました。 暑い/ \ 夏の 日に し をれ て 頭 を かし 

げてゐ る 庭の 花で も、 妖女が そばへ 来る と、 ぢ きに 

いき ほひ 

勢 よく 頭 を もち 上げました。 妖女 は その かはいら し 

いまつ 白な 指の 先から、 水の しづく を 出して、 あはれ 

な 花 を 生き か へらせる のでした。 

若 もの、 お 母 さま は、 よくものに 気の つく 人でした 

そのお 母 さま だけ は、 嫁の 手が さはった ところに は、 

きっとし めり 気が のこる の を 見て、 一人で へんだ^- 

と 思 ひました。 



え うぢよ 

そのうちに、 ぢ きに 一 年た ちました。 すると 妖女の 

お嫁さんに は、 男の子が 一 人生れ ました。 

妖女 は、 人が だれも ゐ ない ときには、 そっとたら ひ 

に 水 を 入れて、 生れた ばかりの 赤ん坊 を その 中へ 入れ 

ました。 すると、 赤ん坊 は 魚の やうに、 自由に 水の 中 

を 泳ぎ ま はりました。 その子 ども は 丈夫に どん/ \大 

きくな りました。 村 中の 人 は みんな、 その子の だいた 

んな こと、、 水 を 上手に 泳ぐ のとに、 びっくり してし 



まるで 肩 子の 若 ものと 同じ年ぐ らゐに 見えました。 

ある 

と、 或 夏、 その 地方に はたい へんな ひでりが つ、 V き 

またけ 

ました。 村々 の 畠と いふ 畠 はすつ かりこげ ついた や 

うに 荒れて しま ひます し、 果物の 畠 も、 そこらの 木と 

いふ 木 も 一本 もの こらず 枯れて しま ひました。 それ か 

ら、 どこの 家の 井戸 も、 水が きれいに 干 上って しまつ 

たので、 みんな はこ まって 大 さわぎ をし ました。 

ところが 例の 湖水 だけ は、 あべこべに、 どん/ \ 水 

がふえ て、 だんく と 岸の 上へ あふれ 出して 来ました。 

今まで ひでりで さわいで ゐた 村の 人 は、 今度 はまた 急 

に 大水に おどろかされて あわて 出しました。 



死な、 ければ なりません。 

それで、 ごくら うだが、 お前 はこれ から 急いで 湖水 

の 底へ 行って 来て 下さい。 あすこに まるめろ とい ふ 木 

が 生えて ゐ るで せう？ あの 枝 を 一本 をって、 それ を 

持って 水の 下へ もぐって おいきなさい。 さう すると、 

いろんなお 化が 出て 来て、 追 ひかへ さう とする から、 

その ときには まるめろ の 枝で なぐって やれば、 お 化 は 

みんなお それて にげて しま ひます。 

それから なほ ずん/ \ いくと、 黄色い すゐ れんの 花 

がた くさん さいて ゐる ところへ 来ます。 その 花の 向う 

に、 お 祖^ さまの 水晶の 御殿が あるので す。 水晶 だか 



ら壁 もす つかりす きと ほって、 中に 何千と なくならん 

でゐる 部屋，^ が 一 と 目に 見えます。 その 部屋 は、 ど 

れ もみん な、 大きな ダイヤモンド や エメラルドで かざ 

つてあって、 柱に はル— ビ— がいくつ も はまって ゐま 

す、 部屋の 戸口 戸口に は、 羽根の 生えた 竜が、 二 ひき 

づ 、番をして ゐ ます。 

その 竜が ゐて もけ つして おそれる に はおよ びません、 

まるめろ の 枝で なぐって やれば、 みんな 石に なって し 

まひます。 その 部屋ん \ をと ほりぬけ て、 どこまでも、 

まっすぐに 進んで いくと、 一ばん しま ひに、 ェメ ラル 

ドの 戸の はまった、 りっぱな お 部屋へ 来ます。 そこが 



の 中へ とびこみました。 すると、 いつの 間に か、 数の 

しれない ほど 大ぜ いの、 おそろし いお 化が、 ぐるりと 

ま はり を とりまきました。 見る と、 頭が 三つあって、 

火の やうな 目が たくさん 光って ゐる 化物 や、 頭の 先の 

平った いの や、 円い のが ゐ るかと 思 ふと、 顔 だけ 人間 

でから だが 大きな く大 とかげに なって ゐ るの や、 そ 

の ほか、 馬の 頭 をつ けた 竜 だの、 草 や 木に 巻きつ いて、 

それ を片 はしから 食って しま ふやうな、 動物 見たい な 

藻草 だの、 それ はくいろ くさ まぐ の 大きな お 化 

や 小さな お 化が うよ/ \ むらがって、 若 もの をお そ ひ 

にか、 りました。 しかし 若 もの は 少しもお それないで、 



飛び か、 つて 来る お 化を片 はしから まるめろ の 枝で ぼ 

ん/ \ なぐりつけました。 するとお 化 ども は、 みんな 

ちゾみ 上って、 どん/ \ にげて しま ひました。 

若 もの はやが て 黄色い すゐ れんの 花の 中 をと ほりぬ 

けて、 水晶の 御殿の 廊下へ 上って いきました。 

すると、 眠って ゐた 小さな 妖女た ち は、 その 足音に 

びっくりして、 目 を さまし、 大 あわてに あわて、 王 さ 

まのと ころへ しらせに いきました。 

若 もの は 部屋ぐ の 戸口に 番をして ゐる竜 を、 片は 

しから 石に して、 ずん/ \ 王 さまの 寝室へ 近づき まし 

た。 王 さま は、 それ を 見る とたい へんに 怒って、 



おか ヘリに なって 下さい まし ご 

かう 言って、 若 もの をお くらへ つれていきました。 

若 もの は、 

「私 はそんな ものが ほしくて 来たので はない。 それ 

がらす 

よりも、 あすこの 硝子の はこに はいって ゐる びん を 下 

さいご と 言 ひました。 

妖女 は 仕方なし に その 十二の びん を 出して わたし ま 

した。 若 もの は それ を うけとる と、 すぐに、 片 はしか 

ら びんの 口 を 開けました。 すると その 中から、 たくさ 

んの 白い 形 をした ものが、 うれし さう に 大声 を あげて 

さけびながら、 どん/ \ 飛び出して、 御殿の 外へ かけ 



出しました。 それ は 妖女た ちが さらって 行った 人間の 

たまし ひでした。 

二人の 妖女 は 若 もの、 きげん をと つて、 どうぞ こち 

ら へ 入らし つ て、 ごちそう をめ し 上 つて 下さいと 言 ひ 

ました。 しかし 若 もの は、 

「それよりも あなた 方 は、 礼拝堂の 鐘 を この くらに か 

くして ゐ るで せう？ 早く それ を こ、 へお 出しな さ 

い。」 と 言 ひました。 

すると 二人の 妖女 も、 小さな 妖女た ち も、 たちまち 

ぶる/ \ ふるへ ながら、 大声 を 上げて 泣き出しました 

妖女の 王 さま も、 小さくな つて、 がた/ \ ふるへ 出し 



ました。 

でも、 仕方がな いので、 二人の 妖女 は、 とう/ \ そ 

の 鐘 を 出して わたしました。 若 もの は、 鐘の さび をき 

れいに ふきおとして、 いそいで 御殿 を 出て いきました 

そして、 御殿から 少し はなれる とすぐ に、 ありた けの 

力 を 出して、 鐘 を じ や ァんと 鳴らしました。 

すると、 今まで りっぱに たって ゐた 水晶の 御殿 は、 

また、 く 間に、 音 もた てずに、 ほろ/ \ と くだけて、 

珊瑚の 柱 も、 真珠の 天井 も、 みんな 粉に なって、 水の 

底の 砂の 上に ちって しま ひました。 

若 もの はつ、 V けても う 一 つじ や ァんと 鳴らしました 



すると 今度 は、 湖水 中のお 化 や、 すべての 小さな 妖女 

が、 一 どに 湖水の 底へ きえて しま ひました。 

若 ものが 三度 目に じ や ァんと 鳴らし ますと、 二 ひき 

の ほそい 銀色の 魚が、 くづれ おちた 御殿の ま はり を、 

ぐる- (^およぎ ま はり はじめました。 それから 一 ぴき 

の 大きな かう もりが、 こ はれお ちて ゐる煙 筒の 上へ 来 

てと まりました。 それ は、 二人の 王女と、 妖女の 王 さ 

まとが、 さう いふ 魚と かう もりとに なって しまったの 

でした。 かう もりに なった の は 妖女の 王 さまでした。 



若 もの は その ま、 鐘 を もって、 いそいで 岸へ 上り ま 

した。 

すると、 さっきまで どん/ \ あふれて ゐた 湖水 は、 

いつの 間に か、 もとのと ほりに 水が 引いて ゐ ました。 

若 もの は それ を 見て 安心して、 家へ かへ りかけ ますと、 

向う から、 それ は/^ 年を取つ たよ ぼ/ \ の ぉぢ いさ 

んが 出て 来て、 若 もの、 足下に ひざ をつ いて、 ぼろく 

と 涙 をな がしながら、 いくど もい くど もお 礼を言 ひま 

した。 そのお ぢ いさんの くびに は、 これまで、 例の ふ 



しぎな 黒い 牡牛の くびに つけて あった 綱が まきついて 

ゐ ました。 

それ は、 鐘 をぬ すんで 湖水へ 投げ こんだ、 あの 牛 飼 

え うぢよ 

でした。 牛 飼 は、 妖女の 王 さまの 魔法に か、 つて、 こ 

ん なよ ぼ/ \ のお ぢ いさんになる まで、 永い 間 牛に さ 

れてゐ たのが、 若 ものが 鐘 を 鳴らして くれたお かげで 

魔法が やぶれて、 やっと もとの 人間に か へれた のでし 

た。 

若 もの は、 間もなく 家へ かへ つて 見ます と、 だれ だ 

か 知らない、 年を取った おばあさんが うれし さう に 出 

て 来て、 



「お、、 お前 か。 よく 鐘 を 鳴らして おくれだった ごと 

言 ひ/^、 若 ものに 頰ずリ をし ました。 若 もの はへん 

うち 

な 顔 をして 家の 中へ はいって、 

「母さん は どこに ゐま すご と、 お父さんに たづね まし 

た。 お父さん は、 

「そら、 あれが お前の 母さん だよ ご と 言 ひながら、 さ 

つきのお ばあさんの そばへ つれていきました。 

若 もの はび つくりして、 じろ/^ とおば あさんの 顔 

を 見さぐ りました。 お父さん は、 

「お まへ がお どろく の は 無理 もない。 じつはお まへの 

留守の 間に、 あの わかく しかった 母さんが 私の 見 



てゐる 目の まへ で ずん/ \ 年 をと つて、 とう/ \ こん 

なに、 私と 同じ やうな 年よりに なって しまったの だ。 

それからお まへ が 鳴らした、 一ばん はじめの 鐘の音 

が 聞え ると、 母さん は、 もう 妖女ではなくて あたり ま 

への 人間に なった の だ。 これから は 三人で 楽しく くら 

していき ませう ご 

かう 言って、 手 を 合せて、 なが/^ と 神 さまに おい 

のりを 上げました。 
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